
新潟県産農林水産物のブランド化推進に関する
条例に基づく令和６年度施策の実施状況

新潟県
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令和７年４月
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③品質の高さの打ち出し

ねらい
のどぐろやル レクチエを中心に
品質の高さを訴求し、高級食材と
しての認知を促進

ねらい
食材の背景にあるストーリーや食
文化等を伝えながら県内外の消費
者への喫食機会の提供を促進

ねらい
県民の食材への愛着を醸成し、
県民自らの情報発信を促進

②おいしさを実感してもらう

①県民みんなで盛り上げていく

ブランド化の方向性 主要な取組内容

●ブランドロゴとキャッチコピーの発表

●県推進ブランド品目アンバサダーの任命

●「うまいに、まっすぐ。新潟県フェア」の開催

●越後姫：
県内観光施設・飲食店と連携したフェアの開催

●にいがた和牛：
オイシックス新潟アルビレックスBC（以下、アル
ビBC）や県内飲食店と連携したPR

●新潟産えだまめ：
新潟えだまめ盛をフックとした飲食店・量販店でのPR

●ル レクチエ：
首都圏高級レストランと連携したメニューの提供

●のどぐろ：
県内外の飲食店での「美宝」の提供

●南蛮エビ：
水族館での呼称のPRや喫食イベントの開催

●のどぐろ：
県産産のどぐろのブランド化の牽引役として高規格
ブランド「美宝」をお披露目

●ル レクチエ：
・メディアや流通関係者への認知向上及び関係構築を
目的とした出荷解禁パーティーの開催

・高規格ル レクチエの展開に向けた産地との合意形成

ブランド化の方向性と主要な取組



１ 品目共通の取組
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（１）ブランドロゴ・キャッチコピーの公表

目的：ブランドイメージを牽引するロゴとキャッチコピーにより、

 県内外の消費者へ高品質な県産農林水産物のイメージ浸透を促進

発表：令和６年５月２9日（水）



１ 品目共通の取組
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（２）県推進ブランド品目アンバサダーの任命
目的：中村孝則氏（美食評論家）をアンバサダーとして任命し、主に富裕層へ

 情報発信することで、県推進ブランド品目の高品質なイメージを醸成

発表：令和６年６月17日（月）



１ 品目共通の取組
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（３）うまいに、まっすぐ。新潟県フェア
            目的：県民等に幅広く県産農林水産物の美味しさや魅力を再認識してもらい、

県民から情報発信・おすすめしてもらう機運を醸成
   日時：令和６年11月30日（土）・12月１日（日）
場所：新潟ふるさと村（新潟市西区）

   内容：県産農林水産物のほか、県産農林水産物を使用したスイーツなど
の物販・飲食ブースを多数出展し、県民へ美味しさをアピール



（２）新潟えだまめ盛PR
目的：新潟えだまめ盛を起点に飲食店・小売店と連携し、

新潟産えだまめの県内外への認知向上を図る
日時：７月～８月
内容：・県内飲食店、小売店と連携したキャンペーン

・新潟ふるさと村での特設ブース出展
・テレビ露出（全国１回、県内2回）

（１）世界えだまめ早食い選手権との連携
目的：ながおか農チャレプロジェクト実行委員会とタイアップした東京予選を開

催し、首都圏在住者へたくさん食べる新潟産えだまめの魅力を訴求
日時：令和６年７月14日（日）：予 選

７月21日（日）：本 選
場所：東京カルチャーカルチャー（東京都渋谷区）

２ 新潟産えだまめの取組
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新潟産えだまめ

【 役 割 】

県外消費、ギフト、観光連携

【 目指す姿 】

もっと食べたい美味しい枝豆のイメージ確立

①くろさき茶豆などの地域ブランド品目活用による高級品市場のシェア拡大

   ②たくさん食べるイメージ確立のため大盛･ザル盛の「新潟えだまめ盛」の普及

   ③生産技術の向上による品質の高位平準化



ル レクチエ販売解禁パーティー（プレミアムよんでるないと）
目 的：ル レクチエの販売解禁PRと、情報発信力の高い方

からル レクチエの魅力を県内外に発信してもらう
日 時：令和６年11月25日（月）
場 所：TRUNK HOTEL（東京都渋谷区）
参集者：生産者・販売関係者・インフルエンサー等 70名

３ ル レクチエの取組

ル レクチエ
【 役 割 】
県外消費、ギフト、観光連携

【 目指す姿 】
    冬の最高級果実のイメージ確立

 ①SNS等による通年露出を意識したブランドの再構築
 A：スイーツ等の飲食店・ホテル等から選ばれる
 B：土産物・化粧品等の高級ブランドから選ばれる
 ②解禁直後の供給過剰による値崩れを防止するための供給量調整や、

PRの課題解決

都内高級レストランでのル レクチエメニュー提供
目 的：日本を代表するトップシェフたちが考案した特別メニュー

を提供し、首都圏消費者に魅力を訴求
日 時：令和６年11月25日（土）～12月15日（日）
場 所：FARO、BAR堀川、Restaurant Ryuzu
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（２）新潟ふるさと村での越後姫イベント
日時：令和７年３月15日（土）～16日（日）
場所：新潟ふるさと村
内容：越後姫の限定スイーツ等の販売や生産者との交流・NGT48トークショー

等を通じて、越後姫の魅力を発信するイベントを開催

越後姫フェアの開催
目的：集中的に様々なキャンペーンを展開し、県内外にPR

（１）越後姫を取扱う県内飲食店・観光農園への周遊促進
日時：令和７年２月24日（月）～５月末
場所：県内道の駅、観光農園 等
内容：県内飲食店等の協力店舗にて特典がもらえるお得なパス（越後姫ファン

パス）を販売し、県民や観光客の越後姫取扱店舗への周遊を促進

４ 越後姫の取組
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越後姫
【 役 割 】
   観光連携
【 目指す姿 】
新潟に来た人におすすめしたいオリジナルいちご

  ①スイーツでの活用による露出増
  ②観光地での活用による露出増



（１）オイシックス新潟アルビレックスBCでのPR
日時：令和６年９月６日（金）～15日（月）
内容：アルビBCのホームゲームにおいてにいがた和牛丼

をスタジアムグルメで370食販売。新聞等のメディ
ア取材や観客によるSNS発信多数

（２）飲食店と連携した「にいがた和牛キャンペーン」
日時：令和７年２月10日（月）～３月９日（日）
内容：県内消費者に対し、にいがた和牛の名称の認知拡大、

美味しさの実感を目的に、県内のにいがた和牛取扱
店25店舗と連携したプレゼントキャンペーンを展開

５ にいがた和牛の取組

にいがた和牛

【 役 割 】

観光連携､県内消費

【 目指す姿 】

 ちょっとリッチなごちそうとしての地位確立

①観光地等と連携した通年での露出強化

②ハレの日は家族みんなで食べる「にいがた和牛」を提案

③共進会での上位入賞
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６ のどぐろの取組

高規格ブランド「美宝」の発表
目的：県産のどぐろＰＲの牽引役となる高規格ブランドを東京都内の報道関係者、

美食家、飲食コンサルへお披露目し、他産地との差別化を図る。
日時：令和６年６月17日（月）
場所：八芳園（東京都港区）
内容：ブランド名発表、ライブパフォーマンス（調理実食）

のどぐろ
【 役 割 】
観光連携

【 目指す姿 】
  「のどぐろを食べに新潟へ」のイメージ確立
①県内でのどぐろを食べられる環境（観光地・飲食店）
②高規格ののどぐろブランドを立ち上げ、イメージ
の牽引役として位置付ける。
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（１）マリンピア日本海での展示
日時：令和６年３月16日（土）～６月16日（日）
場所：マリンピア日本海
内容：南蛮エビの名称由来に関する展示を行い、

県民及び観光客への浸透を図った。

（２）飲食店と連携した南蛮エビを使用したメニューの販売
日時：令和７年３月22日（土）～４月
場所：地魚工房（新潟市中央区、新潟県水産会館内）
内容：漁業者、新潟漁協との連携により、南蛮エビを

使用したメニューを飲食店にて販売・PRし、
南蛮エビの魅力の訴求や呼称の認知を促進

７ 南蛮エビの取組
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南蛮エビ
【 役 割 】
観光連携

【 目指す姿 】
 新潟でエビといえば「南蛮エビ」のイメージ確立

   ①南蛮エビの呼称の認知度促進
（観光地・飲食店）

②南蛮エビを食べられる環境整備
（既存店の周知・新規獲得）
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